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経営者への活きた言葉 

二宮尊徳の報徳仕法にヒントがある  玄侑 宗久（福聚寺住職・作家） 

１．そもそも「しあわせ」という和語は奈良時代、「為合」という字を当てたのが始まりです。これは天に合

わせるという意味ですが、日本人は自然は人間の手に負えないものと考えていましたから、ほとんど運

命のような意味だったんです。これが室町時代に入ると「仕合」、つまり人間対人間の話になる。相手に

どのようにしあわせるか、ということで仕合（試合）という言葉もここからくるんです。 

２．武道で相手より先に攻めるのを「先
せ ん

の先
せ ん

」、相手の出方を待って応ずるのを「後
ご

の先
せ ん

」と言いますが、「後

の先」は相手にしあわせるやり方です。目の前に問題が起こった時、マニュアルに頼らずに自分の中の

力を信じて、いまこの場で最善の道を直観的に選び取ることが、「しあわせ」への道標だと思います。こ

れはお金や物の量などで量れる西洋的なハピネスとは大きく違います。 

３．私はこういう厄介な時代だからこそ、「徳を以て徳に報いる」という二宮尊徳の報徳仕法を改めて見直さ

なくてはいけないと思います。尊徳は至誠、勤労、分度、推譲という四つの考えの上に、「一円融合」と

いう思想を説いています。要するに、存在するものは皆、一見対立しているように見えてもお互いに働

き合って一体となっているという考え方です。人間同士、人間と自然との関係がどうあるべきか、一つ

のヒントがここにあるように思います。                 （参考：「致知」2012 年 12 月号） 

経営者のための危機管理 
電機メーカーで起きていること 

冨山 和彦（経営共創基盤代表取締役ＣＥＯ） 

１．シャープで起きている問題はすべての電機メーカー

で起きていることだ。その中で、もともと財務的な

余力が少なく、液晶のほかに稼げる事業すなわちバ

ッファが小さかったシャープがいきなり厳しくな

った。日本の電機メーカーは総合化しており、重電

からＡＶ、テレビ、通信、ＩＴ領域まで全部手を広

げている。かつ、垂直総合を志向し、最終組み立て

だけでなく、半導体や液晶といったデバイスまで自

社で造る。横が広くて縦も深い業態です。 

２．そのモデル自体が、実は 10 年以上前から苦しくな

っていた。その中でも最大手クラスでなかったシャ

ープは、液晶という領域、つまり縦に思い切って絞

り込む大勝負をかけ、結果的にそれが裏目に出た。

日本の電機メーカーでも利益を上げている部門や

事業には共通点がある。部品点数が多く、メカトロ

ニクスで、熱力学がかかわっている。いわばアナロ

グの世界であり、白モノ家電や住宅設備機器なのが

そうだ。    

  （参考：「週刊東洋経済」：2012 年 10 月 20 日号） 

人事・労務について 
上を引っ張るより下を持ち上げた方が成功率は高い 

高原 豪久（ユニ・チャーム社長） 

１．弊社は「凡事徹底が非凡を生む」という言葉

を好んで使います。人間は同じ事を繰り返す

のが嫌なのです。これは人間の本能で、すぐ

に飽きて違うことをやりたがる。でも、我々

は本能的に嫌なことを頑張って愚直に繰り返

す。そうやって成果を出していくやり方です。

うちの社員がやり続けられるのは、努力に対

して結果が出て、達成感を得て、モチベーシ

ョンの源泉になって、それが人材的な成長実

感につながるという好循環を社内につくられ

ているかだと思います。 

２．基準を普通の人たちに置いていますが、「わか

りやすく」が鉄則です。自分を含めてですが、

世の中には圧倒的に「普通の人」が多い。だ

から、普通の人たちにもわかる、というとこ

ろに物差しを置いてつくっています。組織全

体をレベルアップするためには、上を引っ張

るよりも、下を持ち上げたほうが早いし、成

功率も高い。（参考：「Ｖｏｉｃｅ」2012 年 11 月号）   

古典に学ぶ 
安易に多数決に頼るのは残酷な行為でする 

「何事も多数決、多数決というけれども、多数の力で少数の者を圧倒するは、これほど容易のことはない。

またこれほど惨酷
ざ ん こ く

のことはない」（解説）今の世の中では、何事でも多数決で決めようとするが、それで少

数の人間の意見を封じ込めるのは、とても簡単なことだ。一方で、それはまた残酷なことでもある。 

  （参考：渋澤健「渋沢栄一 100 の訓言」）：日経ビジネス人文庫 

 


